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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フレーム期間を複数のサブフレームに分割し、各サブフレームの表示輝度の時間積分
値が、入力画像信号に基づく１フレーム期間内の階調輝度を再現するように、各サブフレ
ームへ表示輝度を配分する輝度分割表示により画像表示を行う第１の表示モードと、１フ
レーム期間を画像表示期間と黒画像表示期間とに分割する黒挿入表示により画像表示を行
う第２の表示モードとを有しており、
　上記第１の表示モードにて画像表示を行う時に、各サブフレームへの表示用画像信号を
生成する第１の信号生成手段と、
　上記第２の表示モードにて画像表示を行う時に、上記画像表示期間および上記黒画像表
示期間の表示用画像信号を生成する第２の信号生成手段と、
　入力画像信号に基づいて入力画像の内容を判定する判定手段とを備えており、
　上記判定手段は、入力画像のコントラストを測定するコントラスト測定手段であり、
　上記判定手段の判定結果に基づいて、入力画像のコントラストが高いと判定された場合
に、上記第１の信号生成手段の出力を表示用画像信号として表示部へ出力させ、入力画像
のコントラストが低いと判定された場合に、上記第２の信号生成手段の出力を表示用画像
信号として表示部へ出力させるように、上記第１の信号生成手段および上記第２の信号生
成手段の出力を切り替えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　１フレーム期間を複数のサブフレーム期間に分割し、入力画像信号に基づく１フレーム
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期間内の輝度を再現するように各サブフレームへ輝度を配分して画像表示を行う第１の表
示モードと、
　１フレーム期間を画像表示期間と黒画像表示期間とに分割する黒挿入表示により画像表
示を行う第２の表示モードとを有し、
　入力画像のコントラストが高いと判定された場合に上記第１の表示モードを選択し、入
力画像のコントラストが低いと判定された場合に上記第２の表示モードを選択するように
、上記第１の表示モードと上記第２の表示モードとを切り替えて、画像表示を行うことを
特徴とする画像表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の画像表示装置と、
　外部から入力された画像信号を上記画像表示装置に伝達するための信号入力部とを備え
ていることを特徴とする画像表示モニター。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の画像表示装置と、
　テレビ放送信号のチャネルを選択し、選択されたチャネルのテレビ画像信号を上記画像
表示装置に伝達するためのチューナ部とを備えていることを特徴とするテレビジョン受像
機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示素子やＥＬ（Electro Luminescence）表示素子などのホールド型表
示素子を用いた画像表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年では、ＣＲＴ（陰極線管）表示装置以外に、液晶表示装置、プラズマ表示装置、有
機ＥＬ表示装置等、種々の表示が開発され商品化されている。
【０００３】
　ここで、ＣＲＴ表示装置等のインパルス型表示（発光期間のみ表示がなされる表示）を
行う表示装置では、非選択期間の画素は黒表示となる。これに対し、液晶表示装置や有機
ＥＬ表示装置等のホールド型表示（新たな画像の書き込みが行われるまで前フレームの画
像を保持し続ける表示）装置では、非選択期間の画素において前回書き込まれた表示内容
が維持される（ホールド型表示装置における通常表示）。
【０００４】
　そして、このようなホールド型表示装置の通常表示では、動画表示を行う場合に動画ボ
ケの問題が生じる。上記動画ボケの問題は、ホールド型表示装置の画素において、その非
選択期間にも表示内容が保持されることに起因するものであり、画素の応答速度を向上さ
せたとしても解決されるものではない。
【０００５】
　ホールド型表示装置において、動画ボケを防止する方法として、時分割駆動を行うもの
がある。尚、時分割駆動とは、１垂直期間（１フレーム）を複数のサブフレームに分割し
て、各サブフレームを異なる表示輝度にて表示を行う駆動方法である。
【０００６】
　すなわち、ホールド型表示装置においても、時分割駆動を行ってサブフレームの少なく
とも一つで低輝度の表示（黒表示に近い表示）を行えば、擬似的にインパルス型表示に近
い表示を行うことができ、動画ボケの防止に効果がある。液晶表示装置における時分割駆
動を開示するものとしては、例えば、特許文献１が挙げられる。
【０００７】
　尚、上記時分割駆動による表示方法には、大別して以下の２つの表示方法がある。一つ
は、１フレーム期間内の各サブフレームの表示輝度の時間積分値が、入力画像信号に基づ
く１フレーム期間内の階調輝度を再現するように、各サブフレームへ表示輝度を配分する
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方法（以下、輝度配分表示と称する）である。もう一つは、１フレーム期間を、入力画像
信号に基づいて画像表示を行う画像表示期間と黒画像表示期間（或いは低輝度画像表示期
間）とに分割する方法、すなわち１フレーム期間内に黒画像表示期間を挿入する方法（以
下、黒挿入表示と称する）である。
【特許文献１】特開２００１－２９６８４１号公報（公開日；２００１年１０月２６日）
【特許文献２】特開２００１－１８４０３４号公報（公開日；２００１年７月６日）
【特許文献３】特開２００３－２６２８４６号公報（公開日；２００３年９月１９日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記時分割駆動において、輝度配分表示方法と、黒挿入表示方法とを比較した場合、第
２の表示方法の方が画像ボケの防止効果は大きい。これは、輝度配分表示方法では、入力
画像信号の階調レベルによっては（具体的には、高輝度の階調レベルで表示を行うフレー
ムでは）、十分に低輝度のサブフレームが形成されないためである。これに対し、黒挿入
表示方法では、全てのフレームにおいて黒画像表示期間（或いは低輝度画像表示期間）が
存在するため、良好な動画ボケの防止効果が得られる。
【０００９】
　但し、上記黒挿入表示方法では、黒画像表示期間の挿入によって画像表示期間が短縮さ
れ、輝度やコントラストの低下が生じるといった課題がある。また、液晶表示装置におい
ては、上記輝度の低下を回避するためにバックライトの輝度を高くするといった方法が考
えられるが、この場合は、液晶表示装置の消費電力が増大するといった問題がある。
【００１０】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、黒挿入表示方法に
よる動画ボケの抑制効果を効果的に得ると共に、黒挿入表示方法に伴う輝度およびコント
ラスト低下の問題を軽減することのできる画像表示装置を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る画像表示装置は、上記課題を解決するために、入力画像信号の１フレーム
期間を複数のサブフレームに時分割し、各サブフレームの表示輝度の時間積分値が、入力
画像信号に基づく１フレーム期間内の階調輝度を再現するように、各サブフレームへ表示
輝度を配分する輝度分割表示により画像表示を行う第１の表示モードと、１フレーム期間
を画像表示期間と黒画像表示期間とに分割する黒挿入表示により画像表示を行う第２の表
示モードとを有しており、上記第１の表示モードにて画像表示を行う時に、各サブフレー
ムへの表示用画像信号を生成する第１の信号生成手段と、上記第２の表示モードにて画像
表示を行う時に、上記画像表示期間および上記黒画像表示期間の表示用画像信号を生成す
る第２の信号生成手段とを備えており、上記第１の信号生成手段および上記第２の信号生
成手段の出力を切り替えることを特徴としている。
【００１２】
　また、上記画像表示装置は、上記第１の信号生成手段および上記第２の信号生成手段の
出力を切り替えて、表示用画像信号を表示部へ出力する切替手段とを備えている構成とす
ることができる。
【００１３】
　上記の構成によれば、上記画像表示装置は、１フレーム期間を複数のサブフレームに分
割し、各サブフレームの表示輝度の時間積分値が、入力画像信号に基づく１フレーム期間
内の階調輝度を再現するように、各サブフレームへ表示輝度を配分する輝度分割表示によ
り画像表示を行う第１の表示モードと、１フレーム期間を画像表示期間と黒画像表示期間
とに分割する黒挿入表示により画像表示を行う第２の表示モードとを有している。尚、こ
こでいう黒画像表示とは、表示輝度が完全に０となる表示のみを指すのではなく、黒画像
表示に十分に近い低輝度画像表示をも含む。
【００１４】
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　そして、上記画像表示装置は、上記第１の表示モードにて画像表示を行う時に表示用画
像信号を生成する第１の信号生成手段と、上記第２の表示モードにて画像表示を行う時に
表示用画像信号を生成する第２の信号生成手段とを切り替えて使用可能となっている。す
なわち、輝度分割表示を行う第１の表示モードと、黒挿入表示を行う第２の表示モードと
が切り替えられる。
【００１５】
　上記第１および第２の表示モードは、何れも動画ボケの抑制効果を有するが、その効果
は、黒挿入表示を行う第２の表示モードの方が大きい。しかし、黒挿入表示には、表示画
像におけるコントラストの低下や、輝度が低下するためにバックライトの輝度を高くする
ことにより消費電力が増大するといった問題もある。
【００１６】
　このため、動画ボケの抑制を優先する場合には動画ボケの抑制効果が高い黒挿入表示を
行い、コントラストの低下や消費電力の増大を回避したい場合には、輝度分割表示によっ
て表示を行うことができる。これにより、擬似インパルス駆動による動画ボケの抑制効果
を効果的に得ると共に、黒挿入表示に伴うコントラスト低下および消費電力の増大の問題
を軽減することができる。
【００１７】
　また、上記画像表示装置は、外部からの入力操作によって、上記第１の信号生成手段お
よび上記第２の信号生成手段の出力を切替可能である構成とすることができる。
【００１８】
　上記の構成によれば、ユーザ自身が表示モードの切替え操作を行うことが可能となり、
ユーザの好みに応じて動画ボケおよびフリッカの調整がなされた表示画像を得ることがで
きる。
【００１９】
　また、上記画像表示装置は、入力画像信号に基づいて入力画像の内容を判定する判定手
段を有し、上記判定手段の判定結果に基づいて、上記第１の信号生成手段および上記第２
の信号生成手段の出力を切り替える構成とすることができる。
【００２０】
　上記の構成によれば、上記表示モードの切替えが、上記判定手段による入力画像の内容
判定結果に基づいて実施されるため、ユーザに繁雑な手間を要求することなく、適切に表
示モードの切替えが行われる。
【００２１】
　また、上記画像表示装置では、上記判定手段は、入力画像の平均輝度を測定する輝度測
定手段である構成とすることができる。この時、上記切替手段は、入力画像の平均輝度が
高いと判定された場合に、上記第１の信号生成手段の出力を表示用画像信号として表示部
へ出力させ、入力画像の平均輝度が低いと判定された場合に、上記第２の信号生成手段の
出力を表示用画像信号として表示部へ出力させることが好ましい。
【００２２】
　上記の構成によれば、上記輝度測定手段が、入力画像の平均輝度を測定し、その結果に
応じて適切な表示モードを選択する。すなわち、表示画像の輝度が高い場合には、消費電
力の増大を招かない第１の表示モードで表示を行い、表示画像の輝度が低い場合には、動
画ボケの抑制を優先して第２の表示モードにて表示を行うことができる。
【００２３】
　また、上記画像表示装置では、上記判定手段は、入力画像のコントラストを測定するコ
ントラスト測定手段である構成とすることができる。この時、入力画像のコントラストが
高いと判定された場合に、上記第１の信号生成手段の出力を表示用画像信号として表示部
へ出力させ、入力画像のコントラストが低いと判定された場合に、上記第２の信号生成手
段の出力を表示用画像信号として表示部へ出力させることが好ましい。
【００２４】
　上記の構成によれば、上記コントラスト測定手段が、入力画像のコントラストを測定し
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、その結果に応じて適切な表示モードを選択する。すなわち、表示画像のコントラストが
高い場合には、コントラストの低下を招かない第１の表示モードで表示を行い、表示画像
のコントラストが低い場合には、動画ボケの抑制を優先して第２の表示モードにて表示を
行うことができる。
【００２５】
　本発明に係る他の画像表示装置は、上記課題を解決するために、１フレーム期間を複数
のサブフレーム期間に分割し、入力画像信号に基づく１フレーム期間内の輝度を再現する
ように各サブフレームへ輝度を配分して画像表示を行う第１の表示モードと、１フレーム
期間を画像表示期間と黒画像表示期間とに分割する黒挿入表示により画像表示を行う第２
の表示モードとを有し、上記第１の表示モードと上記第２の表示モードとを切り替えて、
画像表示を行うことを特徴としている。
【００２６】
　また、上記画像表示装置は、上記第１の表示モードと上記第２の表示モードとを切り替
える切替手段を有する構成とすることができる。
【００２７】
　また、上記画像表示装置は、外部からの入力操作によって、上記第１の表示モードと上
記第２の表示モードとを切り替える構成とすることができる。
【００２８】
　また、上記画像表示装置は、入力画像の内容に基づいて、上記第１の表示モードと上記
第２の表示モードとを切り替える構成とすることができる。
【００２９】
　また、上記画像表示装置は、上記入力画像の平均輝度に基づいて、上記第１の表示モー
ドと上記第２の表示モードとを切り替える構成とすることができる。
【００３０】
　また、上記画像表示装置は、入力画像の平均輝度が高いと判定された場合に、上記第１
の表示モードを選択し、入力画像の平均輝度が低いと判定された場合に、上記第２の表示
モードを選択する構成とすることができる。
【００３１】
　また、上記画像表示装置は、入力画像のコントラストに基づいて、上記第１の表示モー
ドと上記第２の表示モードとを切り替える構成とすることができる。
【００３２】
　また、上記画像表示装置は、入力画像のコントラストが高いと判定された場合に、上記
第１の表示モードを選択し、入力画像のコントラストが低いと判定された場合に、上記第
２の表示モードを選択する構成とすることができる。
【００３３】
　また、上記画像表示装置と、外部から入力された画像信号を該画像表示装置に伝達する
ための信号入力部とを組み合わせることで、パーソナルコンピューターなどに使用される
液晶モニターを構成することが可能である。
【００３４】
　また、上記画像表示装置と、チューナ部とを組み合わせることで、液晶テレビジョン受
像機を構成することも可能である。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明に係る画像表示装置は、入力画像信号の１フレーム期間を複数のサブフレームに
時分割し、各サブフレームの表示輝度の時間積分値が、入力画像信号に基づく１フレーム
期間内の階調輝度を再現するように、各サブフレームへ表示輝度を配分する輝度分割表示
により画像表示を行う第１の表示モードと、入力画像信号の１フレーム期間を画像表示期
間と黒画像表示期間とに時分割する黒挿入表示により画像表示を行う第２の表示モードと
を有しており、上記第１の表示モードにて画像表示を行う時に、各サブフレームへの表示
用画像信号を生成する第１の信号生成手段と、上記第２の表示モードにて画像表示を行う
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時に、上記画像表示期間および上記黒画像表示期間の表示用画像信号を生成する第２の信
号生成手段と、上記第１の信号生成手段および上記第２の信号生成手段の出力を切り替え
て、表示用画像信号を表示部へ出力する切替手段とを備えている構成である。
【００３６】
　それゆえ、第１の表示モード時に表示用画像信号を生成する第１の信号生成手段と、第
２の表示モード時に表示用画像信号を生成する第２の信号生成手段とを、切替手段によっ
て切り替えて使用可能となる。このため、動画ボケの抑制を優先する場合には動画ボケの
抑制効果が高い黒挿入表示を行い、コントラストの低下や消費電力の増大を回避したい場
合には、輝度分割表示によって表示を行うことができる。これにより、擬似インパルス駆
動による動画ボケの抑制効果を効果的に得ると共に、黒挿入表示に伴うコントラスト低下
および消費電力の増大の問題を軽減することができるといった効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　〔実施の形態１〕
　本発明の一実施形態について図１ないし図６に基づいて説明すると以下の通りである。
先ずは、本実施の形態１に係る画像表示装置の概略構成を、図２を参照して以下に説明す
る。図２において、画像表示装置１は、表示パネル１０と、フレームメモリ２０と、コン
トロールＬＳＩ３０と、モード切替スイッチ５０とを備えている。
【００３８】
　表示パネル１０は、画像表示手段を構成し、表示素子アレイ１１、ＴＦＴ基板１２、ソ
ースドライバ１３ａ～１３ｄ、およびゲートドライバ１４ａ～１４ｄを有している。また
表示素子アレイ１１には、液晶材料または有機ＥＬ部材を用いた複数の表示素子１１ａ（
画素部）がマトリクス状に配置されている。
【００３９】
　ＴＦＴ基板１２の表示領域には、これらの表示素子１１ａを駆動する画素電極１２ａと
、画素電極１２ａへの電荷供給（表示電圧）をオン・オフするスイッチング素子としての
ＴＦＴ１２ｂとが各表示素子１１ａに対応してマトリクス状にそれぞれ配置されている。
これらの表示素子アレイ１１およびＴＦＴ基板１２の表示領域の周辺部には、各ＴＦＴ１
２ｂをそれぞれ介して画素電極１２ａおよび表示素子１１ａを表示駆動するためのソース
ドライバとゲートドライバとが配置されている。ソースドライバに関しては、第１～第４
ソースドライバ１３ａ～１３ｄをカスケード接続した構成が例示されており、ゲートドラ
イバに関しては、第１～第４ゲートドライバ１４ａ～１４ｄをカスケード接続した構成が
例示されている。
【００４０】
　ＴＦＴ基板１２の表示領域において、ソースドライバに接続されてソース電圧（表示電
圧）が供給される複数のソース電圧ラインと、ゲートドライバに接続されてゲート電圧（
走査信号電圧）が供給される複数のゲート電圧ラインとが互いに交差して設けられている
。その交差部近傍ごとに、画素電極１２ａおよびＴＦＴ１２ｂが設けられている。
【００４１】
　ＴＦＴ１２ｂのゲート電極は、対応するゲート電圧ライン（その交差部のゲート電圧ラ
イン）に接続され、ＴＦＴ１２ｂのソース電極は、対応するソース電圧ライン（その交差
部のソース電圧ライン）に接続され、ＴＦＴ１２ｂのドレイン電極は画素電極１２ａに接
続されている。
【００４２】
　フレームメモリ２０は、表示パネル１０に表示される画像信号を１フレーム分蓄積する
ものである。コントロールＬＳＩ３０は、各部を制御する表示制御手段である。そして、
モード切替スイッチ５０は、ユーザの指示によって表示モードを切り替え可能とするため
に、ユーザの操作によってモード切替信号をコントロールＬＳＩ３０に出力するものであ
る。
【００４３】
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　上記構成の画像表示装置１において、その基本的な画像表示方法について説明すれば以
下の通りである。
【００４４】
　先ず、コントロールＬＳＩ３０からは、１水平ライン分の各画素部に表示されるパネル
画像信号（表示用画像信号）が、クロック信号に同期して順次、第１ソースドライバ１３
ａに転送される。第１～第４ソースドライバ１３ａ～１３ｄは図２に示すようにカスケー
ド接続されているので、１水平画素数分のクロック信号のパルスによって、第１～第４ソ
ースドライバ１３ａ～１３ｄに１水平画素数分のパネル画像信号が一旦保持される。この
状態で、コントロールＬＳＩ３０から第１～第４ソースドライバ１３ａ～１３ｄにラッチ
パルス信号が出力されると、各ソースドライバ１３ａ～１３ｄから各画素部の画像信号に
対応した表示電圧レベルが１水平画素数分のソース電圧ラインに出力される。
【００４５】
　また、コントロールＬＳＩ３０は、各ゲートドライバ１４ａ～１４ｄのそれぞれへの制
御信号として、イネーブル信号、スタートパルス信号、および垂直シフトクロック信号を
出力する。イネーブル信号がローレベルの間は、ゲート電圧ラインはオフ状態となる。ま
た、イネーブル信号がハイレベルであり、かつスタートパルス信号が入力されている時に
は、垂直シフトクロック信号の立ち上がりエッジのタイミングで、該当するゲートドライ
バの最初のゲート電圧ラインがオン状態となる。また、イネーブル信号がハイレベルであ
り、かつスタートパルス信号が入力されていない時には、垂直シフトクロック信号の立ち
上がりエッジのタイミングで、前回オン状態となったゲート電圧ラインの次のゲート電圧
ラインがオン状態となる。
【００４６】
　上記ソース電圧ラインに１水平画素数分の表示電圧が出力されている期間に、１本のゲ
ート電圧ラインがオン状態となることによって、このゲート電圧ラインに接続されている
１水平画素数分の各ＴＦＴ１２ｂがオン状態となる。これにより、１水平画素数分の各画
素電極１２ａに各ソース電圧ラインからの電荷（表示電圧）がそれぞれ供給され、これに
よって、表示素子１１ａの状態が変化して画像表示が行われる。以上のような表示制御が
各水平ラインについて繰り返し行われることによって、表示画面全体に画像表示が行われ
る。
【００４７】
　本実施の形態１に係る画像表示装置１は、時分割駆動、特に黒挿入表示駆動による動画
ボケの抑制効果を効果的に得ると共に、黒挿入表示駆動に伴う輝度低下の問題を軽減する
ことを目的としている。そして、この目的を達成するために、表示画像の内容に応じて表
示モードの切替えを行う点に特徴を有している。以下に、この特徴点について詳細に説明
する。
【００４８】
　画像表示装置１では、モード切替スイッチ５０によって入力されるユーザ指示に基づい
て、表示モードの切替えを行う構成を例示している。すなわち、ユーザが表示モードの切
替えを行うためにモード切替スイッチ５０を操作すると、モード切替信号がモード切替ス
イッチ５０からコントロールＬＳＩ３０に入力され、コントロールＬＳＩ３０において表
示モードの切替制御が行われる。
【００４９】
　画像表示装置１は、動画ボケを抑制する擬似インパルス表示を行うために、時分割駆動
を行う、すなわち、１つのフレームを複数のサブフレームに分けて表示パネル１０の駆動
を行う構成となっている。より具体的には、画像表示装置１は、１フレーム期間内の各サ
ブフレームの表示輝度の時間積分値が、入力画像信号に基づく１フレーム期間内の階調輝
度を再現するように、各サブフレームへ表示輝度を配分して表示する第１の表示モードと
、１フレーム期間を、入力画像信号に基づいて画像表示を行う画像表示期間と黒画像表示
期間とに分割して表示する第２の表示モードとを有する。尚、ここでいう黒画像表示とは
、表示輝度が完全に０となる表示のみを指すのではなく、黒画像表示に十分に近い低輝度
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画像表示をも含むものとする。
【００５０】
　第１の表示モードによる時分割駆動では、各サブフレームの表示輝度の時間積分値が入
力画像信号に基づく１フレーム期間内の階調輝度特性を再現するように、各サブフレーム
へ表示輝度が配分される。この表示モードでは、このような各サブフレームへの表示輝度
の配分によって、入力画像信号階調レベルよりも高輝度のサブフレームと低輝度のサブフ
レームとが発生する。そして、低輝度のサブフレームが発生することで擬似インパルス表
示となり、動画ボケに効果を発揮する。
【００５１】
　但し、第１の表示モードでは、入力画像信号の階調レベルによっては、十分に低輝度の
サブフレームが形成されず、良好な動画ボケ効果が得られない場合がある。これに対し、
第２の表示方法では、全てのフレームにおいて黒画像表示期間（或いは低輝度画像表示期
間）が挿入されるため、良好な動画ボケの防止効果が得られる。
【００５２】
　一方で、第２の表示モードによる時分割駆動を行う場合には、良好な動画ボケ抑制効果
が得られる反面、黒画像表示期間の挿入によって画像表示期間が短縮され、輝度やコント
ラストの低下が生じるといった問題もある。上記輝度の低下を回避するためには、バック
ライトの輝度を高くする（液晶表示装置の場合）ことが考えられるが、この場合は、液晶
表示装置の消費電力が増大するといった問題がある。
【００５３】
　すなわち、画像表示装置１では、第１の表示モードでは輝度低下の問題を生じさせずに
動画ボケの抑制効果を得るために輝度分割表示を行い、第２の表示モードでは動画ボケの
抑制を優先して黒挿入表示を行う。第１の表示モードおよび第２の表示モードにおける、
輝度配分の例を以下の表１および表２に示す。尚、以下の表１および表２では、サブフレ
ームの分割を前半サブフレームと後半サブフレームとの２つとし、さらにそのサブフレー
ムの時間比率が１：１であると仮定している。また、上記表１および表２に基づいた輝度
配分を図３および図４に図示する。
【００５４】

【表１】

【００５５】
【表２】

【００５６】
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　図３は、輝度分割表示による第１の表示モードを示すものであり、入力画像信号の階調
レベルが０％（フレーム輝度０％）、５３．３％（フレーム輝度２５％）、７３．０％（
フレーム輝度５０％）、８７．７％（フレーム輝度７５％）、１００％（フレーム輝度１
００％）のそれぞれの場合を例として、サブフレームの輝度配分を図示している。尚、フ
レーム輝度と入力画像信号の階調レベルとの関係は、以下の（１）式を満たす。また、（
１）式においては、γ（ガンマ特性）＝２．２の時に、実際の表示と近い特性が得られる
ことが知られている。
【００５７】
【数１】

【００５８】
　表１および図３にて示される第１の表示モードでは、フレーム輝度が０～５０％の範囲
においては、一方のサブフレーム（この例では前半サブフレーム）の輝度を最小輝度（０
％）に固定し、他方のサブフレーム（この例では後半サブフレーム）の輝度を変化させて
いる。また、フレーム輝度が５０～１００％の範囲においては、一方のサブフレーム（こ
の例では後半サブフレーム）の輝度を最大輝度（１００％）に固定し、他方のサブフレー
ム（この例では前半サブフレーム）の輝度を変化させている。
【００５９】
　尚、表１および図３に示す輝度分割比率は、各階調レベルにおいてサブフレーム間の輝
度差が最大となる分割比率であり、輝度分割表示を行う場合では、動画ボケの防止効果が
最も高い輝度分割比率である。しかしながら、第１の表示モードにおいて、各サブフレー
ムへの輝度配分比率は特に限定されるものではない。
【００６０】
　図４は、黒挿入表示による第２の表示モードを示すものであり、入力画像信号の階調レ
ベルが０％（フレーム輝度０％）、５３．３％（フレーム輝度２５％）、７３．０％（フ
レーム輝度５０％）、８７．７％（フレーム輝度７５％）、１００％（フレーム輝度１０
０％）のそれぞれの場合を例として、サブフレームの輝度配分を図示している。
【００６１】
　表２および図４にて示される第２の表示モードでは、前半サブフレームを黒画像表示期
間としており、後半サブフレームを画像表示期間としている。すなわち、後半サブフレー
ムにおいて入力画像信号階調レベルに対応する輝度表示を行っている。但し、第２の表示
モードにおいて、画像表示期間と黒画像表示期間との順序を逆にしても良い。
【００６２】
　次に、上記第１および第２の表示モードの切替制御を行うための、コントロールＬＳＩ
３０の構成について図１を参照して説明する。
【００６３】
　コントロールＬＳＩ３０は、図１に示すように、ラインバッファ３１、タイミングコン
トローラ３２、フレームメモリデータセレクタ３３、第１階調変換回路３４、第２階調変
換回路３５、および出力データセレクタ３６を備えて構成されている。
【００６４】
　ラインバッファ３１では、入力された入力画像信号が１水平ラインずつ受信されて一旦
保持される。ラインバッファ３１は、受信ポートと送信ポートとを独立して備えており、
入力画像信号の受信および送信を同時に行うことができる。
【００６５】
　タイミングコントローラ３２は、フレームメモリデータセレクタ３３に対して、フレー
ムメモリ２０へのデータ転送と、フレームメモリ２０からのデータ読出しとのタイミング
を交互に切り替えて制御する。また、タイミングコントローラ３２は、出力データセレク
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タ３６に対して、第１階調変換回路３４および第２階調変換回路３５からの各出力タイミ
ングを交互に選択制御する。すなわち、タイミングコントローラ３２は、出力データセレ
クタ３６に対して前半サブフレーム期間と後半サブフレーム期間との切替えを行う。さら
に、タイミングコントローラ３２は、入力同期信号に基づき生成した上述したクロック信
号、ラッチパルス信号、イネーブル信号、スタートパルス信号、および垂直シフトクロッ
ク信号を所定のタイミングで出力する。
【００６６】
　フレームメモリデータセレクタ３３は、タイミングコントローラ３２によって制御され
、ラインバッファ３１に保持された入力画像信号を１水平ライン分ずつフレームメモリ２
０にデータ転送する動作と、１フレーム前に入力されてフレームメモリ２０に保存されて
いる画像信号を１水平ライン分ずつ読み出す動作とを交互に選択する。また、フレームメ
モリデータセレクタ３３は、フレームメモリ２０から読み出した画像データを第２階調変
換回路３５に転送する。
【００６７】
　第１階調変換回路３４は、ラインバッファ３１から入力画像信号の供給を受け、その入
力画像信号の階調レベルを、時分割駆動を行うための前半サブフレームの階調レベルに変
換して出力する。第２階調変換回路３５は、フレームメモリデータセレクタ３３を介して
フレームメモリ２０から入力画像信号の供給を受け、その入力画像信号の階調レベルを、
時分割駆動を行うための後半サブフレームの階調レベルに変換して出力する。また、これ
らの第１階調変換回路３４および第２階調変換回路３５では、表示モードの切替えに応じ
て、出力するサブフレームの階調レベルを変化させる。
【００６８】
　すなわち、第１階調変換回路３４および第２階調変換回路３５にはモード切替信号が入
力され、第１階調変換回路３４および第２階調変換回路３５は、該モード切替信号に応じ
て、出力する画像信号の階調レベルを切り替える。
【００６９】
　具体的には、上記モード切替信号が第１の表示モードを指示するものである場合、第１
階調変換回路３４は、入力画像信号の階調レベルと前半サブフレームの階調レベルとを対
応付けて記憶するＬＵＴ（Look-Up Table）を参照し、入力画像信号の階調レベルを、輝
度分割表示を行うための前半サブフレームの階調レベルに変換して出力する。図１では、
このＬＵＴは第１階調変換回路３４内に格納されているものとする。
【００７０】
　同様に、上記モード切替信号が第１の表示モードを指示するものである場合、第２階調
変換回路３５は、入力画像信号の階調レベルと後半サブフレームの階調レベルとを対応付
けて記憶するＬＵＴ（Look-Up Table）を参照し、入力画像信号の階調レベルを、輝度分
割表示を行うための後半サブフレームの階調レベルに変換して出力する。図１では、この
ＬＵＴは第２階調変換回路３５内に格納されているものとする。
【００７１】
　尚、第１階調変換回路３４および第２階調変換回路３５は、上記第１の表示モード時に
おいて、入力画像信号の階調レベルに対応する各サブフレームの階調レベルをＬＵＴから
読み出すことによって階調レベルの変換を行うものに限定されない。例えば、第１階調変
換回路３４および第２階調変換回路３５は、入力画像信号の階調レベルに対応する各サブ
フレームの階調レベルを計算式から演算することで求めるものであっても良い。
【００７２】
　一方、上記モード切替信号が第２の表示モードを指示するものである場合、前半サブフ
レームが黒画像表示期間であり後半サブフレームが画像表示期間であると仮定すると、第
１階調変換回路３４は黒画像に対応する階調レベルの画像信号を出力し、第２階調変換回
路３５は入力画像信号の階調レベルの画像信号を出力する。
【００７３】
　出力データセレクタ３６は、タイミングコントローラ３２によって制御され、第１階調
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変換回路３４から出力される画像信号と、第２階調変換回路３５から出力される画像信号
とを切り替え、パネル画像信号として出力する。すなわち、出力データセレクタ３６は、
前半サブフレーム期間には第１階調変換回路３４から出力される画像信号をパネル画像信
号として出力させ、後半サブフレーム期間には第２階調変換回路３５から出力される画像
信号をパネル画像信号として出力させる。
【００７４】
　ここで、上記構成のコントロールＬＳＩ３０を用いた画像表示装置１の動作について図
５および図６を参照して説明する。図５は、上記画像表示装置の第１の表示モード時、す
なわち輝度分割表示における水平期間毎の画像信号の流れを示す図である。また、図６は
、上記画像表示装置の第２の表示モード時、すなわち黒挿入表示時における水平期間毎の
画像信号の流れを示す図である。
【００７５】
　尚、図５および図６では、括弧［］内は、それぞれ１水平ライン分の画像信号の転送期
間を示している。例えば、［Ｎ，１］は、第Ｎフレームの水平第１ラインに入力された入
力画像信号が転送されていることを示している。また、Ｍライン目は画面の中間ラインを
示しており、本実施の形態１では第３ゲートドライバ１４ｃの第１ゲート電圧ラインによ
って駆動される水平ラインである。
【００７６】
　また、図５において、Ｃ１はその後の［］内に示すフレームおよび水平ラインの入力画
像信号をソースとして第１階調変換回路３４にて変換された画像信号が転送されることを
示している。Ｃ２はその後の［］内に示すフレームおよび水平ラインの入力画像信号をソ
ースとして第２階調変換回路３５にて変換された画像信号が転送されることを示している
。さらに、図６において、ＢＬは、黒画像表示のための黒データ信号が転送されることを
示している。
【００７７】
　先ず、画像表示装置１の第１表示モード時の動作について図５を参照して説明すると以
下の通りである。尚、図５では、第Ｎ番目のフレームの１ライン目から３ライン目の画像
入力信号が入力される期間を示している。
【００７８】
　図５の矢印Ｄ１に示すように、入力された入力画像信号は、ラインバッファ３１で受信
される。次に、矢印Ｄ２に示すように、１ライン分の画像信号が受信されている途中から
、ラインバッファ３１からフレームメモリデータセレクタ３３を介してフレームメモリ２
０への書き込みと、ラインバッファ３１から第１階調変換回路３４への転送が行われる。
第１階調変換回路３４からは変換された画像信号がパネル画像信号として出力される。
【００７９】
　また、矢印Ｄ３に示すように、フレームメモリ２０への書き込みと交互に、書込まれる
画像信号のラインから半フレーム分だけ過去の水平ラインの画像信号が、フレームメモリ
２０から１ラインずつ読み出される。フレームメモリ２０から読み出された画像信号は、
フレームメモリデータセレクタ３３を介して第２階調変換回路３５へ転送され、第２階調
変換回路３５からは変換された画像信号がパネル画像信号として出力される。
【００８０】
　さらに、コントロールＬＳＩ３０から出力された１水平ライン分のパネル画像信号がク
ロック信号によって第１～第４のソースドライバへ転送された後、ラッチパルス信号を与
えると、各ソース電圧ラインから各画素部の表示輝度に対応して表示電圧が出力される。
この時、ソース電圧ライン上の電荷（表示電圧）を供給して画像表示させたいラインに該
当するゲートドライバには、必要に応じて垂直シフトクロック信号やゲートスタートパル
ス信号が与えられて、該当するゲート電圧ラインの走査信号がオン状態とされる。一方、
画像表示させないゲートドライバでは、イネーブル信号がローレベルとされて、ゲート電
圧ラインの走査信号がオフ状態とされている。
【００８１】
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　図５の例では、矢印Ｄ４に示すように、第Ｎ－１フレームの第Ｍラインの１水平ライン
分の画像信号がソースドライバへ転送された後、コントロールＬＳＩ３０から、矢印Ｄ５
に示すように、第３ゲートドライバ１４ｃへのイネーブル信号がハイレベルとされ、矢印
Ｄ６およびＤ７に示すように、第３ゲートドライバ１４ｃへのスタートパルス信号と垂直
シフトクロック信号とが供給される。これにより、矢印Ｄ８に示すように、表示位置が画
面の第Ｍラインに該当する第３ゲートドライバ１４ｃの第１ゲート電圧ラインに接続され
たＴＦＴ１２ｂがオン状態とされ、画像が表示される。この時、表示位置に該当しない第
１、第２および第４ゲートドライバ１４ａ，１４ｂ，１４ｃへのイネーブル信号はローレ
ベルとされており、これらのゲートドライバのゲート電圧ラインに接続されたＴＦＴ１２
ｂはオフ状態とされている。
【００８２】
　次に、矢印Ｄ９に示すように、第Ｎフレームの第１ラインの１水平ライン分の画像信号
がソースドライバに転送された後、コントロールＬＳＩ３０から、矢印Ｄ１０に示すよう
に、第１ゲートドライバ１４ａへのイネーブル信号がハイレベルとされ、矢印Ｄ１１およ
びＤ１２に示すように、第１ゲートドライバ１４ａへのスタートパルス信号と垂直シフト
クロック信号とが供給される。これにより、矢印Ｄ１３に示すように、表示位置が画面の
第１ラインに該当する第１ゲートドライバ１４ａの第１ゲート電圧ラインに接続されたＴ
ＦＴ１２ｂがオン状態とされ、画像が表示される。この時、表示位置に該当しない第２～
第４ゲートドライバ１４ｂ～１４ｃへのイネーブル信号はローレベルとされ、これらのゲ
ートドライバのゲート電圧ラインに接続されたＴＦＴ１２ｂはオフ状態とされている。
【００８３】
　尚、図５に基づく上記説明の動作は、画像表示装置１において時分割駆動を行うための
一例に過ぎず、本発明を限定するものではない。
【００８４】
　例えば、上記の説明では、サブフレームへの分割数を２つとした場合を例示しているが
、フレームの分割数はこれに限らず、フレームを３つ以上のサブフレームに分割してもよ
い。また、サブフレームの分割比も１：１などの等分割である必要は無く、任意の分割比
（例えば２：１や３：２）でフレーム分割を行うこともできる。これらのことは、後述す
る実施の形態２ないし４においても同様である。
【００８５】
　次に、画像表示装置１の第２表示モード時の動作について図６を参照して説明すると以
下の通りである。尚、図６においても、第Ｎ番目のフレームの１ライン目から３ライン目
の画像入力信号が入力される期間を示している。
【００８６】
　図６の矢印Ｄ２１に示すように、入力された入力画像信号は、ラインバッファ３１で受
信される。次に、矢印Ｄ２２に示すように、１ライン分の画像信号が受信されている途中
から、ラインバッファ３１から第２階調変換回路３５への入力画像信号の転送が行われる
。第２階調変換回路３５からは変換された画像信号がパネル画像信号として出力される。
【００８７】
　また、矢印Ｄ２３に示すように、第２階調変換回路３５への入力画像信号の転送と交互
に、第１階調変換回路３４は半フレーム分だけ過去の水平ラインの画像信号として、黒デ
ータ信号をパネル画像信号として出力する。
【００８８】
　尚、第２の表示モード時の動作において、ソースドライバおよびゲートドライバの動作
は、第１の表示モードの動作と同じであるので、これについての詳細な説明は省略する。
【００８９】
　尚、本実施の形態１に係る画像表示装置１では、表示モードの切替えは、モード切替ス
イッチ５０から入力されるユーザ指示によって行われる構成となっている。しかしながら
、本発明に係る画像表示装置では、装置自身が表示画像の内容を認識し、その認識結果に
応じて適切な表示モードが自動的に選択される構成とすることも可能である。このような
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構成の画像表示装置について、以下の実施の形態２および３において説明する。
【００９０】
　〔実施の形態２〕
　本実施の形態２に係る画像表示装置は、図７に示すようなものとなる。図７に示す画像
表示装置２が、図２に示す画像表示装置１と異なる点は、モード切替スイッチ５０を備え
ていない点と、コントロールＬＳＩ３０に代えてコントロールＬＳＩ６０を備えている点
である。それ以外の構成は、画像表示装置１と同じであるので、画像表示装置１と同様の
構成および作用を有する部材について、図２と同じ部材番号を付し、その詳細な説明は省
略する。
【００９１】
　画像表示装置２では、コントロールＬＳＩ６０が入力画像信号の平均輝度を測定（算出
）し、その結果に応じて適切な表示モードを選択する。すなわち、本発明の画像表示装置
における時分割駆動では、黒挿入表示において高い動画ボケ抑制効果が得られるが、同時
に輝度の低下といった問題も生じる。したがって、表示画像の輝度が高い場合には、輝度
が低下するためにバックライトの輝度を高くすることにより消費電力が増大しないように
輝度分割表示による第１の表示モードにて表示を行い、表示画像の輝度が低い場合には、
動画ボケの抑制を優先して黒挿入表示による第２の表示モードにて表示を行うことが好ま
しい。
【００９２】
　このような表示モード切替動作を行うコントロールＬＳＩ６０の構成について、図８を
参照して説明する。コントロールＬＳＩ６０は、図１に示すコントロールＬＳＩ３０に対
し、さらに輝度測定回路６１を備えた構成である。その他、コントロールＬＳＩ３０と同
様の構成および作用を有する部材について、図１と同じ部材番号を付し、その詳細な説明
は省略する。
【００９３】
　輝度測定回路６１は、図８に示すように、入力画像信号および入力同期信号の供給を受
け、これらの信号に基づいて表示画像の平均輝度を測定（算出）し、その結果に基づいて
モード切替信号を出力する。輝度測定回路６１が出力するモード切替信号は、タイミング
コントローラ３２、第１階調変換回路３４および第２階調変換回路３５に入力される。尚
、上記平均輝度の算出にあたっては、実際には、入力画像信号における階調値データが利
用される。
【００９４】
　ここで、輝度測定回路７１における輝度測定方法としては、例えば、フレーム中の複数
の画素の輝度データ平均値（すなわち平均輝度）を算出する方法などが考えられる。尚、
上記平均輝度の算出は、単一のフレームに対して求めても良いし、あるいは連続する複数
のフレームに対して求めても良い。また、上記平均輝度の算出は、フレーム中の全ての画
素を用いて算出しても良いし、あるいはフレーム中から抽出される一部の画素を用いて算
出しても良い。尚、輝度測定方法は、例えば液晶表示装置のバックライトを表示画像の輝
度に応じて制御するような場合の処理等に既に応用されている技術であり、輝度測定方法
に関しては何れの周知方法をも利用し得る。このため、本発明において、輝度測定にかか
る具体的方法は特に限定されるものではない。
【００９５】
　〔実施の形態３〕
　本実施の形態３に係る画像表示装置は、図７に示す画像表示装置２とほぼ同様の構成と
なるが、コントロールＬＳＩ６０に代えて、図９に示すコントロールＬＳＩ７０を備えた
構成となる。コントロールＬＳＩ７０は、図８に示すコントロールＬＳＩ６０に対し、輝
度測定回路６１に代えてコントラスト測定回路７１を備えた構成である。
【００９６】
　本実施の形態３に係る画像表示装置では、コントロールＬＳＩ７０が入力画像信号のコ
ントラストを測定（算出）し、その結果に応じて適切な表示モードを選択する。すなわち
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、本発明の画像表示装置における時分割駆動では、黒挿入表示において高い動画ボケ抑制
効果が得られるが、同時にコントラストの低下といった問題も生じる。したがって、表示
画像のコントラストが高い場合には、コントラストの低下を招かない輝度分割表示による
第１の表示モードにて表示を行い、表示画像のコントラストが低い場合には、動画ボケの
抑制を優先して黒挿入表示による第２の表示モードにて表示を行うことが好ましい。
【００９７】
　コントラスト測定回路７１は、図９に示すように、入力画像信号および入力同期信号の
供給を受け、これらの信号に基づいて表示画像のコントラストを測定（算出）し、その結
果に基づいてモード切替信号を出力する。コントラスト測定回路７１が出力するモード切
替信号は、タイミングコントローラ３２、第１階調変換回路３４および第２階調変換回路
３５に入力される。尚、本発明において、コントラスト測定にかかる具体的方法は特に限
定されるものではない。
【００９８】
　尚、上記実施の形態２および３で説明した各構成は、本発明に係る画像表示装置におい
て、両方の構成を組み合わせて用いることも可能である。また、これらに実施の形態１に
て説明したモード切替スイッチ５０の構成を組み合わせて用いることも可能である。
【００９９】
　さらに、実施の形態２における輝度測定処理、実施の形態３におけるコントラスト測定
処理は、画像信号の入力期間中、継続して実施することも可能である。しかしながら、輝
度測定回路６１あるいはコントラスト測定回路７１での処理にかかる負担軽減のため、例
えば一定期間の経過毎に間欠的に判別あるいは計測を行う構成であってもよい。
【０１００】
　上記の各実施の形態１～３における画像表示装置は、液晶モニター等の画像表示モニタ
ーとして機能させることも可能であり、テレビジョン受像機として機能させることも可能
である。
【０１０１】
　上記画像表示装置を画像表示モニターとして機能させる場合には、外部から入力された
画像信号をコントロールＬＳＩに入力する信号入力部（例えば、入力用ポート）を備える
ことで実現できる。一方、上記画像表示装置をテレビジョン受像機として機能させる場合
は、本画像表示装置に、チューナ部を備えることで実現できる。このチューナ部は、テレ
ビ放送信号のチャネルを選択し、選択されたチャネルのテレビ画像信号を、入力画像信号
としてコントロールＬＳＩに入力する。
【産業上の利用可能性】
【０１０２】
　動画ボケを抑制するために時分割駆動を行う画像表示装置において、動画ボケの抑制効
果を得ることができると共に、輝度やコントラスト低下の問題を軽減でき、液晶表示素子
やＥＬ表示素子などのホールド型表示素子を用いた画像表示装置に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、実施の形態１におけるコントロールＬＳＩ
の概略構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１に係る画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】上記画像表示装置における第１の表示モードにおける輝度配分を示す図である。
【図４】上記画像表示装置における第２の表示モードにおける輝度配分を示す図である。
【図５】上記画像表示装置における第１の表示モードにおける動作を示す図である。
【図６】上記画像表示装置における第２の表示モードにおける動作を示す図である。
【図７】実施の形態２に係る画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図８】実施の形態２におけるコントロールＬＳＩの概略構成を示すブロック図である。
【図９】実施の形態３におけるコントロールＬＳＩの概略構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
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【０１０４】
１，２　　　　画像表示装置
１０　　　　　表示パネル（表示部）
２０　　　　　フレームメモリ（第１の信号生成手段）
３０，６０，７０
　　　　　　　コントロールＬＳＩ（第１の信号生成手段、第２の信号生成手段）
３１　　　　　ラインバッファ
３２　　　　　タイミングコントローラ
３３　　　　　フレームメモリデータセレクタ（第１の信号生成手段）
３４　　　　　第１階調変換回路（第１の信号生成手段、第２の信号生成手段）
３５　　　　　第２階調変換回路（第１の信号生成手段、第２の信号生成手段）
３６　　　　　出力データセレクタ（切替手段）
５０　　　　　モード切替スイッチ（切替手段）
６１　　　　　輝度測定回路（判定手段、輝度測定手段、切替手段）
７１　　　　　コントラスト測定回路（判定手段、コントラスト測定手段、切替手段）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(17) JP 4772351 B2 2011.9.14

【図７】 【図８】
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